
＊
＊
＊　

《
問
題
Ⅰ
》	  

漢
字
・
語
彙
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

�

⑴　

干
渉
・
緩
衝　
　

⑵　

平
衡
・
閉
口

�

⑶　

脅
威
・
驚
異　
　

⑷　

硬
貨
・
高
架

第
二
問

�

⑴　

真
摯　
　

⑵　

粗
相

�

⑶　

錯
綜　
　

⑷　

傍
観

第
三
問

�

⑴　

朝
令
暮
改
・
エ

	

⑵　

枝
葉
末
節
・
ア

第
四
問

⑴　

店
員
が
消
費
期
限
の
過
ぎ
た
弁
当
を
廃
棄
す

る
。

⑵　

昨
日
見
た
映
画
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
秀
逸

だ
っ
た
。

⑶　

真
夜
中
の
住
宅
街
は
静
寂
に
包
ま
れ
た
。

⑷　

私
の
チ
ー
ム
の
敗
色
が
濃
厚
だ
。

�

■
配
点

第
一
問　

各
２
点
（
完
全
解
答
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

第
二
問　

各
２
点

第
三
問　

各
４
点
（
四
字
熟
語
・
意
味　

各
2
点
）

第
四
問　

各
４
点
（
並
べ
か
え
・
漢
字　

各
２
点
）

�

◆
解
説

第
一
問

�

同
音
異
義
語
の
問
題
。
文
脈
か
ら
意
味
を
考
え
、

適
切
な
漢
字
に
直
し
ま
す
。

第
二
問

�

意
味
か
ら
二
字
熟
語
を
作
成
し
ま
す
。
単
漢
字

の
意
味
を
考
え
、
組
み
合
わ
せ
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

第
三
問

�

文
脈
か
ら
適
当
な
四
字
熟
語
を
考
え
ま
す
。
正

し
い
意
味
と
使
い
方
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

第
四
問

�

ま
ず
助
詞
を
自
立
語
に
く
っ
つ
け
て
、
文
節
を

作
り
ま
す
。

⑴	

「
店
員
が
」
→
「
廃
棄
す
る
」
が
主
語
と
述

語
の
関
係
。
あ
と
は
、「
消
費
期
限
の
」
→
「
過

ぎ
た
」
→
「
弁
当
を
」
→
「
廃
棄
す
る
」
と
つ

な
が
り
ま
す
。

⑵	
「
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
」
→
「
秀
逸
だ
っ
た
」

が
主
語
と
述
語
の
関
係
。
主
語
を
飾
る
言
葉
と

し
て
、「
昨
日
」
→
「
見
た
」
→
「
映
画
の
」

→
「
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
」
と
つ
な
が
り
ま
す
。

⑶	

「
住
宅
街
は
」
→
「
包
ま
れ
た
」
が
主
語
と

述
語
の
関
係
。「
真
夜
中
の
」
→
「
住
宅
街
は
」

→
「
包
ま
れ
た
」、「
静
寂
に
」
→
「
包
ま
れ
た
」

と
つ
な
が
り
ま
す
。

⑷	

「
敗
色
が
」
→
「
濃
厚
だ
」
が
主
語
と
述
語

の
関
係
。
主
語
を
飾
る
言
葉
と
し
て
、「
私
の
」

→
「
チ
ー
ム
の
」
→
「
敗
色
が
」
と
つ
な
が
り

ま
す
。

＊
＊
＊　

《
問
題
Ⅱ
》	  

論
理
的
言
語
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問　

⑴　

エ　
　

⑵　

ウ

第
二
問	

　

問
一	　

文
字
に
よ
る
造
形
の
一
歩
手
前
の
瞑
想
に

含
ま
れ
る
無
限

　

問
二　

⑴　

ｃ
・
オ　
　

⑵　
ａ
・
イ

	
	
	
	

⑶　
ｅ
・
ア　
　

⑷　

ｂ
・
エ

�

■
配
点

第
一
問　

各
６
点

第
二
問　

問
一　

12
点

�
�
�
�

問
二　

各
４
点
（
完
全
解
答
）

�

◆
解
説

第
一
問

⑴�

「
教
育
熱
心
な
」
→
「
母
が
」
→
「
買
っ
て

き
た
」、「
書
店
で
」
→
「
買
っ
て
き
た
」、「
新

た
に
」
→
「
買
っ
て
き
た
」、「
問
題
集
を
」
→

「
買
っ
て
き
た
」
と
つ
な
が
り
ま
す
。

⑵�

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
」→「
登
場
は
」→「
変

え
た
」、「
人
々
の
」
→
「
生
活
を
」
→
「
変
え

た
」、「
大
き
く
」
→
「
変
え
た
」
と
つ
な
が
り

ま
す
。

第
二
問

問
一

�

「
こ
の
可
能
性
」
と
は
直
前
の
「
無
限
の
可

能
性
」
を
指
し
ま
す
。「
無
限
の
可
能
性
」
が

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、「
そ
の
一
歩
手

前
の
瞑め
い

想そ
う

に
含
ま
れ
る
無
限
の
可
能
性
」。
さ

ら
に
「
そ
の
」
は
「
文
字
に
よ
る
造
形
」
を
指

し
て
い
ま
す
。

問
二

⑴�

空
所
直
前
に
「
潔
癖
、
独
占
癖
が
、
私
に
は

あ
る
」
と
あ
り
、
空
所
直
後
に
そ
の
具
体
例
を

述
べ
て
い
る
の
で
例
示
の
「
例
え
ば
」。

⑵�

空
所
直
前
の
「
最
大
の
苦
痛
と
な
る
」
は
空

所
直
後
の
理
由
な
の
で
、
順
接
の
「
だ
か
ら
」。

た
だ
し
、
こ
こ
で
は
空
所
直
後
に
「
例
え
ば
」

と
続
い
て
お
り
、
結
果
の
具
体
例
が
書
か
れ
て

い
る
こ
と
に
注
意
す
る
。

⑶	

空
所
の
前
後
で
話
題
を
変
え
て
い
る
の
で
転

換
の
「
と
こ
ろ
で
」。

⑷	

空
所
直
前
に
「
見
た
い
も
の
聞
き
た
い
も
の

が
余
り
に
多
す
ぎ
る
」
と
あ
り
、
空
所
直
後
で

「
遊
惰
な
誘
惑
が
多
す
ぎ
る
」
と
言
い
換
え
て

い
る
の
で
換
言
の
「
つ
ま
り
」。

＊
＊
＊　

《
問
題
Ⅲ
》	  
論
理
的
読
解
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問	

Ｄ 

→ 

Ｃ 

→ 

Ａ 
→ 
Ｅ 

→ 

Ｂ

第
二
問

	

⑴　

ウ　
　

⑵　

エ　
　

⑶　

ア　
　

⑷　

イ

第
三
問

	

⒜　

エ　
　

⒝　

ウ　
　

⒞　

イ　
　

⒟　

ア

第
四
問

�

狩
猟
採
集
を
す
る
中
で
進
化
し
た
人
類
の
体
は
、

長
時
間
座
り
続
け
る
現
代
の
生
活
に
合
っ
て
い
な

い
か
ら
。

�

■
配
点

第
一
問　

10
点　
　
　

第
二
問　

各
２
点

第
三
問　

各
２
点　
　

第
四
問　

14
点

�

◆
解
説

第
一
問

�

冒
頭
の
筆
者
が
腰
痛
に
見
舞
わ
れ
た
話
を
受
け

て
、
Ｄ
「
そ
ん
な
身
ゆ
え
か
」
現
代
の
生
活
が
い

か
に
人
間
の
体
に
合
っ
て
い
な
い
か
を
説
く
本
に

引
き
込
ま
れ
た
と
つ
な
が
り
ま
す
。
Ｃ
の
「
そ
ん

測　
　
　

定　
　
　

す　
　
　

る　
　
　

能　
　
　

力

漢
字
・
語
彙
力

論
理
的
言
語
力

論
理
的
読
解
力

論
理
的
思
考
力

論
理
的
表
現
力

漢
字
や
語
彙
を
使
い
こ
な

す
力
。
漢
字
を
使
っ
て
論

理
的
な
文
章
を
組
み
立
て

る
力
。

日
本
語
を
論
理
的
に
扱
う

能
力
。
一
文
の
構
造
を
論

理
的
に
つ
か
ま
え
た
り
、

「
こ
と
ば
の
つ
な
が
り
」、

指
示
語
・
接
続
語
な
ど
を

論
理
的
に
扱
う
力
。

文
章
構
造
を
論
理
的
に
解

説
す
る
力
。
文
と
文
と
の

論
理
的
関
係
、
段
落
と
段

落
と
の
論
理
的
関
係
、
文

章
全
体
の
論
理
構
造
を
把

握
す
る
力
。
趣
旨
を
的
確

に
把
握
し
、
小
説
な
ど
を

客
観
的
に
読
む
力
。

文
章
の
要
点
を
論
理
的
に

整
理
し
、
ま
と
め
る
力
。

論
理
的
に
説
明
す
る
力
。

お
も
に
記
述
力
・
論
述
力
。

他
者
に
向
か
っ
て
、
論
理

的
に
話
す
力
。
論
理
的
に

思
考
し
、
自
分
の
考
え
を

論
理
的
に
書
く
力
。

国
際
標
準
論
理
文
章
能
力
検
定　

レ
ベ
ル
８

－

９　
　

２
０
１
９
年
度　

第
１
回　

解
答
と
解
説



な
狩
猟
採
集
時
代
」
は
、
Ｄ
の
「
草
原
を
走
り
回

り
～
」
を
指
す
の
で
、
Ｄ
→
Ｃ
と
続
き
ま
す
。
そ

し
て
、
時
間
に
な
ぞ
ら
え
て
人
類
の
進
化
の
過
程

を
示
す
流
れ
の
中
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
前
に

長
時
間
座
る
習
慣
が
つ
い
た
の
は
つ
い
最
近
の
こ

と
だ
と
続
く
の
だ
か
ら
、
次
は
Ａ
。
Ａ
の
「
腰
痛

が
は
び
こ
る
わ
け
で
あ
る
」
が
、
Ｅ
の
「
本
の
筆

者
も
腰
痛
に
悩
ん
だ
人
だ
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

最
後
に
、
残
っ
た
Ｂ
が
き
ま
す
が
、
Ｂ
は
冒
頭
の

文
を
受
け
て
最
後
の
締
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
二
問

⑴　

直
前
の
、
梅
や
ス
イ
セ
ン
の
花
を
見
つ
け
た

こ
と
を
、
狩
猟
採
集
時
代
の
「
狩
り
」
に
な
ぞ

ら
え
て
い
ま
す
。

⑵　

狩
猟
採
集
時
代
が
ど
れ
ほ
ど
長
か
っ
た
か
を

示
す
た
め
に
、「
人
類
史
の
流
れ
」
を
勤
務
時

間
に
な
ぞ
ら
え
て
い
ま
す
。

⑶　

人
類
史
の
中
で
、
農
耕
よ
り
後
に
起
こ
っ
た

の
は
、「
産
業
革
命
」。

⑷　

先
祖
た
ち
が
苦
し
ん
だ
よ
う
な
「
飢
え
や
病

気
」
に
、
現
代
の
人
類
は
ほ
と
ん
ど
苦
し
め
ら

れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

第
三
問

⒜　

歩
い
た
り
走
っ
た
り
す
る
た
め
に
あ
る
の
は
、

お
尻
の
「
筋
肉
」。

⒝　

狩
猟
採
集
時
代
の
狩
り
の
収
穫
と
比
べ
、
庭

の
花
を
見
つ
け
る
の
は
、さ
さ
や
か
す
ぎ
る「
収

穫
」。

⒞　

長
い
狩
猟
採
集
時
代
に
人
類
が
し
て
い
た
の

は
、
草
原
を
走
り
回
り
「
狩
り
」
を
す
る
こ
と
。

⒟　

現
代
人
の
腰
痛
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
で
、

「
筆
者
も
」
と
あ
る
の
で
、「
腰
痛
」
に
悩
ん
だ

と
わ
か
り
ま
す
。

第
四
問

�

人
類
史
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
狩
猟
採
集
時
代

に
お
い
て
、
人
類
は
草
原
を
走
り
回
り
、
進
化
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
長
時
間
座
り
続
け
る

現
代
の
生
活
は
、
人
間
の
体
に
合
っ
て
い
な
い
も

の
で
あ
り
、
人
類
史
的
に
み
る
と
ず
い
ぶ
ん
病
的

ら
し
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
与
え
ら
れ
た

条
件
の
中
で
ま
と
め
ま
す
。

＊
＊
＊　

《
問
題
Ⅳ
》	  

論
理
的
思
考
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

⑴�

地
球
の
空
気
は
多
様
な
種
類
の
気
体
の
混
合

物
だ
。

⑵�

彼
は
情
報
工
学
の
父
と
呼
ば
れ
る
偉
大
な
研

究
者
だ
。

第
二
問

�

コ
ー
ヒ
ー
愛
好
家
の
中
に
は
、
コ
ー
ヒ
ー
に
対

し
て
味
や
香
り
だ
け
で
な
く
、
興
奮
状
態
に
入
り

洞
察
力
を
高
め
る
効
果
を
求
め
る
人
々
が
い
る
。

第
三
問

�

切
支
丹
は
神
の
愛
を
説
く
が
、
日
本
に
お
け
る

愛
と
い
う
語
は
不
義
に
つ
ら
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
が

強
か
っ
た
か
ら
。

�

■
配
点

第
一
問　

各
８
点
（
完
全
解
答
）

第
二
問　

12
点　
　

第
三
問　

12
点

�

◆
解
説

第
一
問

⑴�
不
要
な
語
句
は
「
酸
素
が
」「
含
む
」
で
す
。

⑵�
不
要
な
語
句
は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
」「
母

が
」
で
す
。

第
二
問

�

最
初
と
最
後
の
文
で
主
張
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。「
前
に
述
べ
た
効
果
」と
は
第
三
段
落
の「
興

奮
状
態
に
入
り
洞
察
力
を
高
め
る
」
効
果
を
指
す

の
で
、
具
体
的
に
言
い
か
え
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

第
三
問

�

切
支
丹
が
何
に
対
し
て
苦
労
し
た
の
か
を
補
い

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
「
神
の
愛
、キ
リ
シ
ト
の
愛
」

を
説
く
こ
と
に
対
し
て
で
す
。
日
本
で
は
「
愛
は

不
義
に
つ
ら
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
い
」
た
め
、

切
支
丹
は
「
神
の
愛
」
を
ど
の
よ
う
に
訳
せ
ば
い

い
か
苦
心
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

＊
＊
＊　

《
問
題
Ⅴ
》	  

論
理
的
表
現
力 �

（
40
点
）

●
解
答
例

第
一
問　

イ
・
エ

第
二
問

⑴　

ア　

買
い
物　
　

イ　

育
児　
　

ウ　

家
事

	
	

エ　

３　
　

オ　

２

⑵　

エ

第
三
問

�

資
料
２
か
ら
は
、
育
児
に
か
け
る
時
間
が
増
え

て
い
る
こ
と
、
資
料
３
か
ら
は
、
子
ど
も
の
数
は

減
少
し
て
い
る
が
、
一
人
当
た
り
の
年
間
教
育
費

は
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
一
人
の
子
ど
も
に
時
間
を
か
け
て
育
て
、
十

分
な
教
育
を
受
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

�

■
配
点

第
一
問　

各
３
点

第
二
問　

⑴　

各
２
点　
　

⑵　

４
点

第
三
問　

20
点

�

◆
解
説

第
一
問

ア　

女
性
の
家
事
の
時
間
は
減
っ
て
い
る
か
ら
、

×
。

ウ　

育
児
の
時
間
は
増
え
て
い
る
が
、
家
事
の
時

間
は
減
っ
て
い
る
か
ら
、
×
。

オ　

男
性
の
家
事
の
時
間
は
や
や
増
え
て
い
る
か

ら
、
×
。

第
二
問

⑴　

ア	　

平
成
八
年
と
二
十
八
年
を
比
べ
て
、
わ

ず
か
に
減
っ
て
い
る
の
は
「
買
い
物
」
の

時
間
。

�
�

イ	　

一
時
間
以
上
増
え
て
い
る
の
は「
育
児
」。

�
�

ウ	　

平
成
八
年
で
は
「
育
児
」
よ
り
「
家
事
」

の
時
間
の
方
が
多
い
が
、
平
成
二
十
八
年

に
逆
転
し
、「
育
児
」が「
家
事
」を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

�
�

エ	　

平
成
八
年
は
〇
・
三
八
時
間
で
あ
る
の

に
対
し
、
平
成
二
十
八
年
に
は
一
・
二
三

時
間
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
約
三
倍
。

�
�

オ	　

平
成
二
十
八
年
の
ア
メ
リ
カ
の
夫
の
家

事
関
連
時
間
は
三
・
二
五
時
間
だ
か
ら
、

日
本
の
夫
の
家
事
関
連
時
間
（
一
・
二
三

時
間
）
と
の
差
は
、
約
二
時
間
。

⑵	　

妻
の
「
家
事
」
に
費
や
す
時
間
が
減
っ
た
理

由
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
選
び
ま
す
。

注
意
し
た
い
の
は
、「
家
事
関
連
」
の
内
訳
と

し
て
「
家
事
」「
介
護
・
看
護
」「
育
児
」「
買

い
物
」
と
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
い

う
「
家
事
」
に
買
い
物
は
含
ま
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。ア
と
オ
は
、買
い
物
の
時
間
が
減
っ

た
理
由
と
し
て
は
あ
り
得
ま
す
が
、「
家
事
」

の
時
間
が
減
っ
た
理
由
と
し
て
は
適
切
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
イ
と
ウ
も
時
間
の
短
縮
と
直
接
的

な
因
果
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。
炊
事
、
掃
除
、

洗
濯
な
ど
の
家
事
を
効
率
化
さ
せ
、
時
間
を
短

縮
さ
せ
た
理
由
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、
エ

と
な
り
ま
す
。

第
三
問

�

資
料
２
と
３
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
も
と
に
、

字
数
条
件
内
で
ま
と
め
ま
す
。
資
料
２
か
ら
は
、

家
事
に
比
べ
育
児
に
か
け
る
時
間
が
増
え
て
い
る

こ
と
、
資
料
３
か
ら
は
、
子
ど
も
の
数
は
減
少
し

て
い
る
の
に
、
子
ど
も
一
人
当
た
り
の
年
間
教
育

費
は
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
一
人
の
子
ど
も
に
時
間
と

お
金
を
か
け
て
育
て
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。


